
(57)【要約】

【課題】電源電圧により電池を充電する充電方法及び充

電装置に関し、過放電電池の充電し、復帰させることが

できる充電方法及び充電装置を提供することを目的とす

る。

【解決手段】本発明は、電源電圧（Ｖcc）により電池を

充電する充電方法において、電源電圧（Ｖcc）が印加さ

れたときに、電池（１２１）を所定期間充電した後電池

（Ｖcc）の電圧をチェックする動作を行い、電池電圧の

チェック時に電池（１２１）の電圧が所定電圧より大き

ければ、充電回路（１３３）を制御し、電池（１２１）

への充電を開始し、電池（１２１）の電圧が、規定回数

、所定電圧より小さいときには、電池（１２１）への充

電を停止することを特徴とする。

【選択図】図２

JP 2006-340451 A 2006.12.14



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 源 電 圧 に よ り 電 池 を 充 電 す る 充 電 方 法 に お い て 、
　 前 記 電 源 電 圧 が 印 加 さ れ た と き に 、 前 記 電 池 を 所 定 期 間 充 電 し た 後 前 記 電 池 の 電 圧 を チ
ェ ッ ク す る 動 作 を 行 い 、
　 前 記 電 池 電 圧 の チ ェ ッ ク 時 に 前 記 電 池 の 電 圧 が 所 定 電 圧 よ り 大 き け れ ば 、 前 記 充 電 回 路
を 制 御 し 、 前 記 電 池 へ の 充 電 を 開 始 し 、
　 前 記 電 池 の 電 圧 が 、 規 定 回 数 、 所 定 電 圧 よ り 小 さ い と き に は 、 前 記 電 池 へ の 充 電 を 停 止
す る こ と を 特 徴 と す る 充 電 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 電 池 の 電 圧 が 所 定 電 圧 よ り 大 き く な っ た 時 点 で 前 記 電 池 へ の 充 電 を 開 始 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 充 電 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
電 源 電 圧 に よ り 電 池 を 充 電 す る 充 電 装 置 に お い て 、
　 前 記 電 源 電 圧 に よ り 前 記 電 池 を 充 電 す る 充 電 回 路 と 、
　 前 記 電 源 電 圧 が 印 加 さ れ た と き に 、 前 記 充 電 回 路 を 制 御 し て 、 前 記 電 池 を 所 定 期 間 充 電
し た 後 に 、 前 記 電 池 電 圧 を チ ェ ッ ク す る 動 作 を 行 い 、 前 記 電 池 電 圧 が 所 定 電 圧 よ り 大 き け
れ ば 、 前 記 充 電 回 路 を 制 御 し 、 前 記 電 池 へ の 充 電 を 開 始 し 、 前 記 電 池 電 圧 が 規 定 回 数 、 前
記 所 定 電 圧 よ り 小 さ い と き に は 、 前 記 充 電 回 路 を 停 止 し 、 前 記 電 池 へ の 充 電 を 停 止 す る 制
御 回 路 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 充 電 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 電 池 電 圧 が 所 定 の 電 圧 よ り 大 き く な っ た 時 点 で 前 記 充 電 回 路 を 制 御
し 、 前 記 電 池 へ の 充 電 を 開 始 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 充 電 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 充 電 方 法 及 び 充 電 装 置 に 係 り 、 特 に 、 電 源 電 圧 に よ り 電 池 を 充 電 す る 充 電 方 法
及 び 充 電 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 電 子 機 器 に は 小 型 化 、 軽 量 化 が 進 ん で お り 、 携 帯 電 話 機 な ど を は じ め と す る 携 帯
機 器 が 広 く 普 及 し て い る 。 携 帯 電 話 機 な ど の 携 帯 機 器 は 、 電 池 に よ り 駆 動 さ れ て い る 。 携
帯 機 器 に 搭 載 さ れ る 電 池 は 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 を は じ め と す る 充 電 可 能 な 電 池 か ら 構 成
さ れ て い る 。 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 は 、 過 充 電 、 過 放 電 に よ り 劣 化 が 進 む た め 、 充 電 を 行 な
う 際 に は 、 過 充 電 、 過 放 電 状 態 を 検 出 し て 充 放 電 を 制 御 す る 充 電 Ｉ Ｃ 、 保 護 Ｉ Ｃ が 搭 載 さ
れ て い た （ 特 許 文 献 １ 、 ２ 、 ３ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ８ － ２ ２ ３ ８ １ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ４ ３ ５ ６ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ８ ７ ９ ９ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か る に 、 電 池 は 、 そ れ ほ ど 劣 化 し て い な い 場 合 で あ っ て も 過 放 電 状 態 に 陥 る 場 合 あ り
、 従 来 の 充 電 Ｉ Ｃ 、 保 護 Ｉ Ｃ で は 、 過 放 電 状 態 に 陥 っ た 電 池 を 検 出 す る と 、 放 電 用 ト ラ ン
ジ ス タ が オ フ し て し ま い 、 そ れ ほ ど 劣 化 が 進 ん で い な い 電 池 に 対 し て も 充 電 が 行 な え な い
な ど の 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 過 放 電 電 池 の 充 電 し 、 復 帰 さ せ る こ と が で
き る 充 電 方 法 及 び 充 電 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 電 源 電 圧 （ Ｖ cc） に よ り 電 池 を 充 電 す る 充 電 方 法 に お い て 、 電 源 電 圧 （ Ｖ cc
） が 印 加 さ れ た と き に 、 電 池 （ １ ２ １ ） を 所 定 期 間 充 電 し た 後 電 池 （ Ｖ cc） の 電 圧 を チ ェ
ッ ク す る 動 作 を 行 い 、 電 池 電 圧 の チ ェ ッ ク 時 に 電 池 （ １ ２ １ ） の 電 圧 が 所 定 電 圧 よ り 大 き
け れ ば 、 充 電 回 路 （ １ ３ ３ ） を 制 御 し 、 電 池 （ １ ２ １ ） へ の 充 電 を 開 始 し 、 電 池 （ １ ２ １
） の 電 圧 が 、 規 定 回 数 、 所 定 電 圧 よ り 小 さ い と き に は 、 電 池 （ １ ２ １ ） へ の 充 電 を 停 止 す
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 電 池 （ １ ２ １ ） の 電 圧 が 所 定 電 圧 よ り 大 き く な っ た 時 点 で 電 池 （ １ ２ １ ） へ の 充
電 を 開 始 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 電 源 電 圧 （ Ｖ cc） に よ り 電 池 を 充 電 す る 充 電 装 置 に お い て 、 電 源 電
圧 （ Ｖ cc） に よ り 電 池 （ １ ２ １ ） を 充 電 す る 充 電 回 路 （ １ ３ ３ ） と 、 電 源 電 圧 （ Ｖ cc） が
印 加 さ れ た と き に 、 充 電 回 路 （ １ ３ ３ ） を 制 御 し て 、 電 池 （ １ ２ １ ） を 所 定 期 間 充 電 し た
後 に 、 電 池 電 圧 を チ ェ ッ ク す る 動 作 を 行 い 、 電 池 電 圧 が 所 定 電 圧 よ り 大 き け れ ば 、 充 電 回
路 （ １ ３ ３ ） を 制 御 し 、 電 池 （ １ ２ １ ） へ の 充 電 を 開 始 し 、 電 池 電 圧 が 規 定 回 数 、 所 定 電
圧 よ り 小 さ い と き に は 、 充 電 回 路 （ １ ３ ３ ） を 停 止 し 、 電 池 （ １ ２ １ ） へ の 充 電 を 停 止 す
る 制 御 回 路 （ １ ３ １ 、 １ ３ ２ ） と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 制 御 回 路 （ １ ３ １ 、 １ ３ ２ ） は 、 電 池 電 圧 が 所 定 の 電 圧 よ り 大 き く な っ た 時 点 で 充 電 回
路 （ １ ３ ３ ） を 制 御 し 、 電 池 （ １ ２ １ ） へ の 充 電 を 開 始 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 上 記 参 照 符 号 は あ く ま で も 参 考 で あ り 、 こ れ に よ っ て 、 特 許 請 求 の 範 囲 が 限 定 さ
れ る も の で は な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 電 源 電 圧 が 印 加 さ れ た と き に 、 電 池 を 所 定 期 間 充 電 し た 後 電 池 の 電 圧
を チ ェ ッ ク す る 動 作 を 行 い 、 電 池 電 圧 の チ ェ ッ ク 時 に 電 池 の 電 圧 が 所 定 電 圧 よ り 大 き け れ
ば 、 充 電 回 路 を 制 御 し 、 電 池 へ の 充 電 を 開 始 し 、 電 池 の 電 圧 が 、 規 定 回 数 、 所 定 電 圧 よ り
小 さ い と き に は 、 電 池 へ の 充 電 を 停 止 す る こ と に よ り 、 放 電 電 池 に 所 定 期 間 の 充 電 を 規 定
回 数 行 い 、 こ れ に よ っ て 電 池 が 復 帰 し た 場 合 に は 、 通 常 充 電 を 行 う こ と に よ り 、 放 電 電 池
を 復 活 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 放 電 電 池 に 所 定 期 間 の 充 電 を 規 定 回 数 行 い 、 こ れ に よ
っ て 電 池 が 復 帰 し な い 場 合 に は 、 充 電 を 停 止 す る こ と に よ り 、 劣 化 し た 電 池 に 充 電 を 行 な
う こ と を 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 〔 シ ス テ ム 構 成 〕
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 の シ ス テ ム 構 成 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 実 施 例 の 適 用 シ ス テ ム １ ０ ０ は 携 帯 機 器 １ ０ １ 及 び Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ０ ２ か ら 構 成 さ れ
て い る 。 携 帯 機 器 １ ０ １ は 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 機 か ら 構 成 さ れ て お り 、 内 蔵 さ れ た 電 池 パ
ッ ク １ １ ４ に よ り 駆 動 さ れ る 。 電 池 パ ッ ク １ １ ４ は 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ０ ２ か ら 供 給 さ れ る
直 流 電 源 に よ り 充 電 さ れ る 。 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ０ ２ は 、 商 用 電 源 １ ０ ３ と 携 帯 機 器 １ ０ １ と
の 間 に 接 続 さ れ 、 商 用 電 源 １ ０ ３ か ら 供 給 さ れ る 交 流 電 源 を 直 流 電 源 に 変 換 し 、 携 帯 機 器
１ ０ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 携 帯 機 器 １ ０ １ は 、 装 置 本 体 １ １ １ 、 電 池 パ ッ ク １ １ ２ 、 充 電 Ｉ Ｃ １ １ ３ を 内 蔵 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 装 置 本 体 １ １ １ は 、 携 帯 電 話 機 と し て の 機 能 を 実 現 す る 部 分 で あ り 、 携 帯 電 話 網 と の 通
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信 処 理 、 音 声 処 理 、 画 像 処 理 な ど を 行 な っ て お り 、 電 池 パ ッ ク １ １ ２ か ら 供 給 さ れ る 電 圧
に よ っ て 、 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 〔 電 池 パ ッ ク １ １ ２ 〕
　 図 ２ は 電 池 パ ッ ク １ １ ２ の ブ ロ ッ ク 構 成 図 を 示 す
　 電 池 パ ッ ク １ １ ２ は 、 電 池 １ ２ １ 、 及 び 、 保 護 Ｉ Ｃ １ ２ ２ 、 充 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ １ ２
３ 、 放 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ４ か ら 構 成 さ れ て い る 。 電 池 １ ２ １ は 、 例 え ば 、 リ チ ウ ム
イ オ ン 電 池 か ら 構 成 さ れ 、 正 極 が 端 子 Ｔ 11に 接 続 さ れ 、 負 極 が 充 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ １ ２
３ 及 び 放 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ４ を 介 し て 端 子 Ｔ 12と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 保 護 Ｉ Ｃ １ ２ ２ は 、 電 池 １ ２ １ の 両 端 に 接 続 さ れ て お り 、 電 池 １ ２ １ の 両 端 の 電 圧 に 応
じ て 過 充 電 、 過 放 電 、 あ る い は 、 過 電 流 状 態 な ど を 検 出 し て 、 充 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ １ ２
３ 及 び 放 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ４ を 制 御 し 、 電 池 １ ２ １ を 装 置 本 体 １ １ １ 及 び 充 電 Ｉ Ｃ
１ １ ３ な ど か ら 切 断 す る 。 な お 、 保 護 Ｉ Ｃ １ ２ ２ は 、 非 常 状 態 時 に 動 作 す る よ う に 過 充 電
、 過 放 電 、 過 電 流 の 検 出 値 が 設 定 さ れ て お り 、 通 常 の 充 電 、 放 電 動 作 は 充 電 Ｉ Ｃ １ １ ３ に
よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 〔 充 電 Ｉ Ｃ １ １ ３ 〕
　 図 ３ は 充 電 Ｉ Ｃ １ １ ３ の ブ ロ ッ ク 構 成 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 充 電 Ｉ Ｃ １ １ ３ は 、 電 池 電 圧 検 出 回 路 １ ３ １ 、 制 御 回 路 １ ３ ２ 、 充 電 回 路 １ ３ ３ が 搭 載
さ れ た Ｉ Ｃ チ ッ プ か ら 構 成 さ れ て い る 。 充 電 Ｉ Ｃ １ １ ３ は 、 端 子 Ｔ 21、 Ｔ 22、 Ｔ 23、 Ｔ 24
を 有 し 、 端 子 Ｔ 21と 端 子 Ｔ 23と の 間 に は 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ０ ２ か ら 直 流 電 源 電 圧 Ｖ ccが 印
加 さ れ る 。 ま た 、 端 子 Ｔ 22は 、 電 池 パ ッ ク １ １ ４ の 端 子 Ｔ 11に 接 続 さ れ 、 端 子 Ｔ 24は 、 電
池 パ ッ ク １ １ ４ の 端 子 Ｔ 12に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 端 子 Ｔ 23、 Ｔ 24は 接 地 に 接 続 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 電 池 電 圧 検 出 回 路 １ ３ １ は 、 抵 抗 Ｒ 11、 Ｒ 12か ら 構 成 さ れ て い る 。 抵 抗 Ｒ 11と 抵 抗 Ｒ 12
と は 端 子 Ｔ 22と 端 子 Ｔ 24と の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ て お り 、 端 子 Ｔ 22と 端 子 Ｔ 24と の 間 に 印
加 さ れ る 電 池 電 圧 を 抵 抗 分 割 し 、 抵 抗 Ｒ 11と 抵 抗 Ｒ 12と の 接 続 点 か ら 検 出 電 圧 Ｖ s11と し
て 出 力 す る 。 電 池 電 圧 検 出 回 路 １ ３ １ の 検 出 電 圧 Ｖ s11は 、 制 御 回 路 １ ３ ２ に 供 給 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 制 御 回 路 １ ３ ２ に は 、 端 子 Ｔ 21か ら 直 流 電 源 電 圧 Ｖ ccが 印 加 さ れ て い る 。 制 御 回 路 １ ３
２ は 、 端 子 Ｔ 21に 印 加 さ れ る 直 流 電 源 電 圧 Ｖ ccに 駆 動 さ れ る と と も に 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ０
２ が 接 続 さ れ た こ と を 検 出 す る 。 ま た 、 制 御 回 路 １ ３ ２ は 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ０ ２ が 接 続 さ
れ る と 、 電 池 １ ２ １ に 所 定 時 間 、 充 電 を 行 な っ た 後 、 電 池 １ ２ １ の 電 圧 を チ ェ ッ ク す る 動
作 を 、 規 定 回 数 行 な う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の と き 、 制 御 回 路 １ ３ ２ は 、 規 定 回 数 に 達 す る 前 に 電 池 １ ２ １ の 電 圧 が 規 定 電 圧 に 達
す る と 、 通 常 の 充 電 を 行 い 、 規 定 回 数 に 達 し て も 電 池 １ ２ １ の 電 圧 が 規 定 電 圧 に 達 し な い
場 合 に は 、 電 池 １ ２ １ へ の 充 電 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 充 電 回 路 １ ３ ３ は 、 充 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ １ 、 ド ラ イ ブ 回 路 １ ４ ２ か ら 構 成 さ れ て
い る 。 充 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ １ は 、 例 え ば 、 Ｐ Ｎ Ｐ ト ラ ン ジ ス タ か ら 構 成 さ れ て お り
、 エ ミ ッ タ が 端 子 Ｔ １ に 接 続 さ れ 、 コ レ ク タ が 端 子 Ｔ ２ に 接 続 さ れ 、 ベ ー ス が ド ラ イ ブ 回
路 １ ４ ２ に 接 続 さ れ て お り 、 ド ラ イ ブ 回 路 １ ４ ２ か ら の 駆 動 信 号 に よ っ て ス イ ッ チ ン グ し
、 オ ン 時 に は 端 子 Ｔ 21と 端 子 Ｔ 22と を 接 続 し て 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ０ ２ か ら の 電 流 を 電 池 パ
ッ ク １ １ ２ に 供 給 し 、 オ フ 時 に は 端 子 Ｔ 21と 端 子 Ｔ 22と を 切 断 し 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ０ ２ か
ら の 電 流 が 電 池 パ ッ ク １ １ ２ に 供 給 さ れ な い よ う に す る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ド ラ イ ブ 回 路 １ ４ ２ は 、 制 御 回 路 １ ３ ２ か ら 供 給 さ れ る 制 御 信 号 に 応 じ て 充 電 制 御 ト ラ
ン ジ ス タ １ ４ １ の ベ ー ス に 駆 動 信 号 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 制 御 回 路 １ ３ ２ の 動 作 フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 制 御 回 路 １ ３ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － １ で Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ０ ２ が 端 子 Ｔ 21、 Ｔ 23と の 間 に
接 続 さ れ 、 直 流 電 源 電 圧 Ｖ ccが 端 子 Ｔ 21と 端 子 Ｔ 22と の 間 に 接 続 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １
－ ２ で 電 池 電 圧 の チ ェ ッ ク 回 数 を ０ に リ セ ッ ト す る と と も に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ３ で 内 蔵 さ
れ た タ イ マ リ セ ッ ト し た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ４ で 充 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ １ を オ ン し て
電 池 充 電 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 制 御 回 路 １ ３ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ５ で タ イ マ の 計 時 時 間 が 予 め 設 定 さ れ た 所 定 時 間 に
達 し た か 否 か を 判 定 す る 。 制 御 回 路 １ ３ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ５ で タ イ マ の 計 時 時 間 が 所
定 時 間 を 経 過 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ６ で 充 電 を 停 止 し た 後 、 検 出 電 圧 Ｖ s11を チ ェ ッ ク
す る こ と に よ り 電 池 電 圧 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 制 御 回 路 １ ３ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ７ で 検 出 電 圧 Ｖ s11が 規 定 電 圧 以 上 か 否 か を 判 定 す
る 。 制 御 回 路 １ ３ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ７ で 検 出 電 圧 Ｖ s11が 規 定 電 圧 よ り 小 さ け れ ば 、
過 放 電 状 態 に あ る 電 池 で あ る と 判 断 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ８ で 電 池 電 圧 チ ェ ッ ク 回 数 を 「
＋ １ 」 し た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ９ で 規 定 回 数 か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 制 御 回 路 １ ３ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ９ で 電 池 電 圧 の チ ェ ッ ク 回 数 が 規 定 回 数 で あ る 場 合
に は 、 過 放 電 状 態 か ら 復 帰 で き な い 劣 化 し た 電 池 で あ る と 判 断 し て 、 充 電 停 止 し た ま ま 、
処 理 を 終 了 す る 。 こ れ に よ っ て 、 劣 化 し て 過 放 電 状 態 と な っ て い る 電 池 に 充 電 が 行 な わ れ
る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 制 御 回 路 １ ３ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ９ で 電 池 電 圧 の チ ェ ッ ク 回 数 が 規 定 回 数 に 達
し て い な い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ３ に 戻 っ て 、 タ イ マ を リ セ ッ ト し て 再 び 所 定 時 間 充
電 を 行 な う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 制 御 回 路 １ ３ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ７ で 検 出 電 圧 Ｖ s11が 規 定 電 圧 以 上 の 場 合 に
は 、 過 放 電 状 態 か ら 通 常 状 態 に 復 帰 し た と 判 断 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － １ ０ で ド ラ イ ブ 回 路
１ ４ ２ を 介 し て 充 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ １ を オ ン さ せ て 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ０ ２ か ら 電 池
パ ッ ク １ １ ２ に 充 電 電 流 を 供 給 し 、 電 池 １ ２ １ の 充 電 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 制 御 回 路 １ ３ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － １ １ で 検 出 電 圧 Ｖ s11が 満 充 電 電 圧 に 達 す る と 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ － １ ２ で ド ラ イ ブ 回 路 １ ４ ２ を 介 し て 充 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ １ を オ フ さ せ
、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ０ ２ と 電 池 パ ッ ク １ １ ２ と を 切 断 し て 、 充 電 を 停 止 さ せ 、 処 理 を 終 了 す
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 例 に お け る 過 放 電 状 態 は 、 電 池 パ ッ ク １ １ ２ に 搭 載 さ れ た 保 護 Ｉ Ｃ １ ２ ２
に よ っ て は 保 護 の 対 象 と な ら ず 、 充 電 Ｉ Ｃ １ １ ３ で 検 出 さ れ る 状 態 で あ る 。 さ ら に 、 電 池
電 圧 チ ェ ッ ク 時 に 充 電 を 行 う た め に 設 定 さ れ た 所 定 時 間 は 、 劣 化 し た 電 池 １ ２ １ に 対 し て
も 大 き な 負 荷 と な ら な い 程 度 の 時 間 に 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 電 池 電 圧 の チ ェ ッ ク 回 数
も 、 劣 化 し た 電 池 １ ２ １ に 対 し て も 大 き な 負 荷 と な ら な い 程 度 の 回 数 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 電 池 電 圧 の チ ェ ッ ク 時 の 充 電 は 、 電 池 １ ２ １ の 比 較 的 大 き な 充 電 電 圧 、 リ チ ウ ム
イ オ ン 電 池 、 １ 本 の 場 合 、 ４ ． ２ Ｖ 、 ２ ５ ６ ｍ Ａ 程 度 で 充 電 を 行 な う 。 ま た 、 通 常 充 電 時
に は 、 予 め 設 定 さ れ た シ ー ケ ン ス に し た が っ て 、 順 次 に 高 い 充 電 電 圧 、 充 電 電 流 と な る よ
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う に 充 電 を 行 い 、 電 池 １ ２ １ へ の 負 荷 を 軽 減 し つ つ 、 充 電 を 行 な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 上 記 の 制 御 回 路 １ ３ ２ の 動 作 は 、 プ ロ グ ラ ム だ け で な く 、 ロ ジ ッ ク に よ っ て も 実
現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 〔 効 果 〕
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 直 流 電 源 電 圧 Ｖ ccが 印 加 さ れ た と き に 、 電 池 １ ２ １ を 所 定 期 間 充 電
し た 後 電 池 １ ２ １ の 電 圧 を チ ェ ッ ク す る 動 作 を 行 い 、 電 池 電 圧 の チ ェ ッ ク 時 に 電 池 １ ２ １
の 電 圧 が 所 定 電 圧 よ り 大 き け れ ば 、 制 御 回 路 １ ３ ２ に よ り 充 電 回 路 １ ３ ３ を 制 御 し 、 電 池
１ ２ １ へ の 充 電 を 開 始 し 、 電 池 １ ２ １ の 電 圧 が 、 規 定 回 数 、 所 定 電 圧 よ り 小 さ い と き に は
、 電 池 １ ２ １ へ の 充 電 を 停 止 す る こ と に よ り 、 過 放 電 電 池 に 所 定 期 間 の 充 電 を 規 定 回 数 行
い 、 こ れ に よ っ て 電 池 １ ２ １ が 復 帰 し た 場 合 に は 、 通 常 充 電 を 行 う こ と に よ り 、 過 放 電 電
池 を 復 活 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 過 放 電 電 池 １ ２ １ に 所 定 期 間 の 充 電 を 規 定 回 数 行 い 、 こ れ に よ っ て 電 池 １ ２ １ が
過 放 電 状 態 か ら 復 帰 し な い 場 合 に は 、 充 電 を 停 止 す る こ と に よ り 、 劣 化 し た 電 池 １ ２ １ に
充 電 を 行 な う こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 電 池 電 圧 検 出 回 路 １ ３ １ を 抵 抗 Ｒ 11、 Ｒ 12に よ り 構 成 し 、 制 御 回
路 １ ３ ２ は 電 池 電 圧 検 出 回 路 １ ３ １ に よ り 電 池 電 圧 を 分 圧 し て 得 ら れ る 検 出 電 圧 Ｖ s11に
よ り 電 池 電 圧 を 判 断 し て い る が 、 電 池 電 圧 を 直 接 、 制 御 回 路 １ ３ ２ に 挿 入 し て 、 電 池 電 圧
を 検 出 す る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 電 池 パ ッ ク １ １ ２ の ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 充 電 Ｉ Ｃ １ １ ３ の ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 制 御 回 路 １ ３ ２ の 動 作 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１ ０ ０ 　 シ ス テ ム
１ ０ １ 　 携 帯 機 器 、 １ ０ ２ 　 Ａ Ｃ ア ダ プ タ 、 １ ０ ３ 　 商 用 電 源
１ １ １ 　 装 置 本 体 、 １ １ ２ 　 電 池 パ ッ ク 、 １ １ ３ 　 充 電 Ｉ Ｃ
１ ２ １ 　 電 池 、 １ ２ ２ 　 保 護 Ｉ Ｃ 、 １ ２ ３ 　 充 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ
１ ２ ４ 　 放 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ
１ ３ １ 　 電 池 電 圧 検 出 回 路 、 １ ３ ２ 　 制 御 回 路 、 １ ３ ３ 　 充 電 回 路
１ ４ １ 　 充 電 制 御 ト ラ ン ジ ス タ 、 １ ４ ２ 　 ド ラ イ ブ 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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